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さらに,I/～ q(T)a/(a-1)nに対応して,有効サイズl/ ～ (温度依存性をもった係数)×(幾
何学的大きさ)とみなせるかを考える.各スピンごとの異なる温度におけるuiの相関をプ
ロットしてみたところ,i/i(K-0.6)∝L/i(K-0.7)で,比例定数はスピンによらないとい
う傾向がわかった.これは,(13)式のように見なしてもよさそうなことを示唆している.
5 まとめ
2次元土Jイジング模型のグリフィス相での緩和現象を調べ,次のことを明らかにした.
1.緩和の遅いスピンがクラスターを形成している.
2.そのクラスターにはフラストレーションがない.
3.そのクラスター内のスピンの長時間での振舞いは,クラスター全体が反転する緩和
時間で決まる.
4.緩和時間は,希釈イジング模型の場合と同様の分布をしているようである.
5.この緩和時間の分布から,q(i)の長時間での振舞いを説明できそうである.
これらのことは,2次元士Jイジング模型のグリフィス相での緩和現象を,希釈イジング模
型の場合と同様のクラスター的措像でも理解できることを示唆している.
今後の方向としては,より精度良く緩和時間の分布を決定すること,緩和時間分布とボン
ド分布との関係を明らかにすることが重要である.さらに,いろいろな濃度p,温度K-1に
対して,同様の解析を行ない,クラスター的措像の有効性を明らかにしていく必要がある.
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